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〔Ⅰ〕は じ め に
医学の発達と共に､包帯法における鮮創膏は､その種類も増し､又､重要な役割を果していま

すO鮮創菅は､使用法が簡単であり､各科領域で広 く用いられていますが､欠点として､体質及

び機械的刺激､アレルギーなどによる ｢かぶれ｣も見cL)がすことはできませんO

最近､当科において､術後使用した鮮創膏全てに対して ｢かぶれ｣を生じ､悩まされた-症例

に遭遇しました｡それをきっかけとし､今回､剃毛した場合と､しない場合とCL)此戟､及び幹創

膏除去時の刺激oJ強弱cLJ比軟について考えてみました｡

〔Ⅱ〕方法及び実際
(1) 対象 健康人 18名

入院恩者 18名(これらの疾恩別としては､皮尉筋炎､熱傷療痕､帯状痛疹､S

LE､皮膚癌､外科術前等､特に障害(,t夜ら覆いと思われる居着を選び､協力を得ましたO )

(21険体

①抵梓 ②布梓 ③アクリール梓 ④ ヒビバン ㊥マイクロポア @ トランスポア ⑦ク

リアーテープの7種類

(3) 貼布方法

右上腕円側とタt側､剃毛後10分間放置した左上腕円側と外側に各.之幅1cm､長さ5C7HCL)鮮創

菅を2列にひきつら夜い様に並べて鮎布し､そcLJ上に包帯を巻き保護する.

剃毛に使用した石けんは､ ｢浴用石けんペリカン｣､使用したカミソリは､ ｢貝印安全カミソ

リ｣｡

貼布時間は24時間｡

判定時間は､粋創菅除去后50分｡

はがし方は､各々円側を遠く強くはがし､外儲けは､ゆっくり弱くはがす.

剃毛後10分間の意義

石けん及び､別宅により､油分や汗が､もとCL)状態にもどるまでCL)最低時間.

判定基準

卜)無反応

(出 壁い紅斑

(叫 紅斑+浮贋
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(叫 紅斑+浮痘+′J､丘疹

(I叶 紅斑+浮腫+小丘癌

ス ライド説明

〔Ⅲ〕 結 果

右 上 脱

円 側 (強くはがす ) 外 側 (弱くはが

す )(.Tl 1 2 5 4 5 6 7 1 2 5 4 5 6 725 27 26 26 25 29 29 26 29 29

51 25 51 51仕) 4 5 5 4 5 4

5 5 5 5 4 5 4 4(+: 7 4 5 6 5 5 2 5 2 2 1 5

10(叫(叫 1 l l反応者 11 9 10 10 11 7 7 10

7 7 5 11 5 5左 上 挽 く剃毛施行)

円 燭 (乾 くはがす ) 外 側 (弱く

はがす )(T J 1 2 5. 4 5 6 7 1 2:5 4 5 6 720 51 50 26 24 50 29 29 S2

52.52 26 51 54(jj 10 5 4 7 .7 4 5 02 2 1 4 5
1(+) 6 0 2 5 J5 2 1 7 1 2 5

5 2 1(～

)(料 ) 1 1反応者 16 5 6 10 12 6 7 7 5 4 4 10 5 2〔Ⅳ〕

考 察o剃毛した場合としない場合とでは､剃毛しない方が､ほとんどCu秤創菅に対して

､ほほ同数に反応が現われ､剃毛した場合は､祇梓とマイクロポアによるもCL)が強 く反応し

ているcoはがし方の強弱については､ゆっくりはがした方が､反応CL)現われかたも少な

かった004方法

のいずれ的 ても､Q)oJ柵 と⑤の-イクロボ了によるも- 反応が多く･幼 gJi以上を示してい

るoo接着刀の割

合強い②の布辞と③oL17クリール緒は､剃毛せずに更に強 くはがした場合に､反応が強 く現われた｡

o剃毛した場合は､しない場合よりも､カミソl)､石けん等c



｢かぶれ｣が多く反応することを予想していたが､結果は､剃毛した場合､割合かぶれが少なか

ったo これは､体毛g)有無､皮膚a)汚れが､剃毛することによって､減少する為ではないかと考

えられます｡

〔V〕終 り に

日頃､何気なく行なっていた鮮創菅のはり方やはがし方が､今回の研究により考えさせられま

した｡当科にかhて一番手壁に用hていた紙辞に多くの ｢かぶれ｣が生じたことは､意外な結果

でした｡貼布した人数が58人と少なかった為､充分納得のいく結果が出せなかったことは､残

念だったと思います｡

今後この結果をもとにして､ ｢かぶれ｣の少ないものから使用し､又､はがし方についても､

列数を最′J､隈にとどめていきたいと思います｡又､入院時7ナムネーゼにより､かぶれ易い人に

は､貼布試験を行ないたいと考えています｡

なか､術後にかける ｢かぶれ｣について性､消毒及び､全身状態が､普段の状態とは異なって

くる為.今回の結果とは多少違ってくると思われます｡研究のきっかけと覆りました恩者さんに

は､最後に貼布試験用梓創菅を使用してみましたところ､特に反応もお こさず､又､創部の固定

も充分にできましたOこの貼布試験により､反応が現われた人には,ステロイド軟膏を塗布しま

したことを付け加えます｡

最後にこq}研究(･qLあたり､御指導下さった先生方､御協刀いただいた恩者の皆様方に感認V',た

します｡

参考文献は略させて頂きます｡
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